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金
滞
古
底
志
巻
叶
四

め
ら
れ
し
に
や
。
奮
藩
中
の
緒
記
録
中
に
、
星
稜
建
築
の
事
は
所
見

た
け
れ
ど
、
此
の
時
代
に
築
き
た
る
な
る
べ
し
。
旦
程
等
の
事
は
、

既
に
上
日
野
町
の
端
た
る
旦
撲
の
僚
に
委
し
く
殺
せ
た
る
が
故
に
愛

に
時
す
。
さ
て
此
の
山
上
町
の
旦
壌
は
、
明
治
慶
藩
の
後
腹
せ
ら

れ
、
共
の
遺
跡
今
は
濁
地
と
成
り
て
家
屋
を
建
て
た
り
。

。

春

日

町

元
秘
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
K
.
春
日
町
・
大
衆
発
町
を
一
裁

許
と
す
。
金
滞
遁
町
筋
町
制
替
に
‘
六
町
春
日
町
。
と
あ
り
。
此
の
町

地
は
山
上
村
の
地
内
に
て
、
山
上
春
日
の
枇
あ
る
に
依
り
て
町
名
に

呼
び
た
る
も
の
也
。

。
小
坂
締
結

沓
名
を
山
上
容
日
と
呼
べ
り
。
枇
記
に
云
ふ
。
蛍
枇
草
創
者
、
元
正

天
皇
御
世
養
老
元
年
四
月
、
大
和
国
御
笠
山
よ
り
春
日
四
座
の
紳
鍵

を
初
て
勧
爾
し
、
小
坂
庄
の
惣
枇
と
奉
v
服
、
山
上
村
民
枇
殿
を
創
立

し
て
.
小
坂
庄
内
ニ
・
=
一
ヶ
村
の
惣
鎮
守
と
し
、
山
上
村
及
び
紳
宮

寺
・
大
衆
菟
・
談
議
所
の
四
村
、
首
位
を
以
て
産
土
紳
と
す
。
と
あ
り
。

今
按
宇
る
に
、
康
正
二
年
港
内
裏
段
銭
園
役
引
付
民
、
春
日
領
加
州

小
坂
庄
西
方
段
銭
四
賀
九
百
二
拾
文
。
と
見
h
、
春
日
枇
家
日
記
に
、

の
初
頃
此
の
時
の
一
柳
職
の
好
曲
に
て
、
俄
に
い
ひ
出
で
た
る
も
の

也
。
放
に
明
治
維
新
の
初
め
段
々
取
札
の
上
、
一
柳
田
紳
枇
の
額
を
取

除
〈
ぺ
き
と
と
を
・
間
糊
鹿
よ
り
告
識
あ
り
て
‘
山
上
春
日
一
柳
祉
の
奮

.
鋭
陀
復
し
、
明
治
五
年
十
一
月
郷
枇
に
列
せ
ら
れ
.
同
七
年
六
月
駐

銃
を
更
に
小
坂
紳
祉
と
定
め
ら
れ
た
り
。
鳴
呼
維
新
の
良
辰
に
営

り
、
陵
昧
た
る
枇
競
を
除
き
・
故
貨
に
基
づ
き
小
坂
の
一
脚
競
に
復
し

た
る
と
と
、
貨
に
鹿
す
ぺ
し
。

。
春
日
制
官
高
井
氏
侮

享
保
五
年
の
舵
記
に
一
武
ふ
。
昔
は
粧
家
・
枇
借
数
名
居

τ
紳
事
を
勤

め
来
れ
る
底
‘
文
明
年
中
に
営
闘
一
授
静
侃
の
際
.
枇
頭
悉
く
兵
火

陀
櫨
り
、
枇
殿
・
偽
閥
次
爆
と
成
る
。
共
頃
一
脚
休
を
ぽ
一
柳
宮
寺
村
の

別
批
・
へ
濯
座
し
奉
り
、
一
脚
官
・
・
枇
併
は
悉
〈
逃
亡
し
て
往
方
を
知
ら

告
y
l

然
る
に
年
月
星
霜
を
経
て
、
天
下
泰
卒
に
属
し
け
る
に
依
り
て
、

寛
永
十
三
年
に
小
坂
庄
の
郷
民
相
催
し
て
互
に
協
力
し
、
往
古
の
醤

壮
を
等
ね
て
枇
地
を
再
興
し
・
一
位
殿
を
遊
立
し
て
一
柳
体
を
ぽ
…
脚
宮
寺

村
の
別
枇
よ
り
相
場
座
た
し
・
奉
り
ね
o
共
頃
中
納
言
利
常
卿
召
仕
は
れ

け
る
高
井
三
喜
左
る
も
の
、
営
祉
大
宮
司
の
葡
孫
た
る
を
以
て
、
・
肺

官
と
た
し
据
置
度
し
と
の
旨
を
、
氏
子
の
者
共
よ
り
出
願
す
o
共・悶

金
滞
古
蹟
志
巻
叶
四

O 

永
正
十
八
年
正
月
加
賀
園
小
坂
庄
御
供
備
選
之
事
。
た
E
L
戦
せ
た

れ
ば
、
往
古
は
小
坂
庄
は
大
和
国
の
春
日
領
に

τ、
本
枇
春
日
紳
枇

の
紳
領
な
る
に
よ
り
、
此
の
地
に
春
日
四
座
の
紳
盤
を
勧
請
し
て
統

ひ
祭
り
た
る
も
の
也
。
問
中
式
如
の
恒
繍
随
筆
に
云
ふ
。
凡
そ
諸
国

民
紳
明
・
八
幡
・
春
日
等
の
批
共
の
数
多
き
は
、
多
分
往
古
伊
勢
領
或

は
石
清
水
の
紳
領
・
三
笠
山
の
紳
領
と
て
、
諸
国
民
散
在
せ
る
が
故

に
、
共
の
紳
領
に
勧
請
せ
る
議
開
今
に
遺
り
て
ご
胞
と
た
れ
り
。
と

い
へ
り
。
今
此
の
容
日
町
・
な
る
山
上
界
日
枇
は
、
卸
ち
三
笠
山
の
紳

領
た
る
頃
勤
諦
せ
し
叢
澗
の
一
祉
と
な
り
た
る
も
の
也
。
然
る
を
事

保
頃
の
紳
職
高
井
茶
、
営
枇
の
来
躍
を
も
願
慮
せ
宇
、
延
幕
式
内
の

紳
駐
に
非
ざ
る
を
以
・
て
‘
賞
枇
を
ぽ
式
内
の
加
賀
郡
紳
悶
榊
枇
た
り

と
い
ひ
出
で
、
鳥
居
等
に
も
紳
回
一
柳
枇
と
替
紋
せ
た
る
額
を
掛
け
、

専
ら
紳
悶
紳
駐
の
枇
械
を
主
張
せ
り
。
按
宇
る
に
、
寛
文
七
年
六
月

十
八
日
吉
田
家
よ
り
の
許
欣
に
、
賀
州
河
北
郡
山
上
村
春
日
大
明
紳

之
胸
官
と
記
戟
あ
り
。
共
の
後
五
徳
二
年
六
月
廿
六
日
の
許
欣
に

も
、
春
日
大
明
紳
等
五
枇
之
紳
主
と
あ
り
、
ま
た
貞
享
二
年
の
山
楽

番
に
も
、
倫
春
日
と
の
み
あ
り
て
紳
回
紳
枇
の
事
を
載
せ
宇
。
然
る

を
享
保
五
年
の
枇
紀
に
、
初
て
一
柳
枇
の
枇
鋭
を
記
載
す
れ
ば
‘
享
保

利
常
卿
の
御
題
陀
一
建
し
け
る
に
、
遂
に
願
意
の
趣
旨
聞
召
し
上
ら
れ
、

則
紳
職
に
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
依
v
之
不
日
上
京
し
て
.
吉
岡
家
よ
り
紳

道
停
授
を
得
.
高
井
大
和
長
次
と
改
稿
し
・
利
常
卿
に
奉
仕
せ
し
曲

線
を
以
て
新
藤
所
に
命
ぜ
ら
れ
.
且
何
に
て
も
願
意
の
趣
あ
ら
ば
出

願
に
及
ぶ
ぺ
し
と
の
御
沙
汰
有
v
之
に
付
、
一
位
地
の
松
山
一
山
拝
領
殺

し
度
皆
出
願
せ
し
民
、
願
の
如
〈
則
一
山
一
脚
領
K
命
ぜ
ら
れ
、
別
に

紳
主
屋
敷
と
て
枇
地
を
麓
に
て
賜
は
り
け
り
。
と
記
載
す
。
叉
高
井

氏
の
停
訟
に
云
ふ
。
昔
営
園
本
願
寺
一
授
鋭
の
頃
、
此
の
山
J

上
春
日

の
駐
殿
悉
く
兵
火
花
健
り
、
往
古
以
来
奉
仕
せ
る
紳
職
は
、
河
北
郡

田
上
村
へ
波
落
し
て
‘
野
鍛
治
を
職
業
と
た
し
漸
〈
生
計
を
立
て
た

り
。
一
子
を
ぽ
中
納
言
利
常
卿
の
掃
除
坊
主
に
召
仕
は
れ
た
り
。
然

る
に
世
泰
平
に
成
り
、
諸
枇
再
興
の
際
‘
此
の
春
日
駐
も
再
建
な
し

け
る
に
、
紳
職
た
く
て
は
不
都
合
た
り
と
て
川
町
民
子
の
者
晶
子
、
‘
往
古

以
来
の
紳
主
の
筋
目
の
者
あ
ら
ば
や
と
尋
ね
求
め
け
る
庭
、
御
城
内

陀
召
仕
は
れ
け
る
掃
除
坊
主
の
事
を
ぽ
聞
出
し
‘
枇
家
の
跡
織
が
・
せ

ん
と
氏
子
共
協
議
の
上
、
情
願
に
及
び
け
る
と
也
。
山
本
義
府
の
微

妙
公
選
幕
別
集
に
云
ふ
。
春
日
榊
主
の
子
な
く
相
果
て
た
り
。
掃
除

坊
主
の
内
に
筋
目
之
者
有
v
之
.
御
眼
申
上
一
脚
主
に
成
り
た
り
。
江
戸

， 
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